
令和２年度 調布市立第三小学校 授業改善推進プラン 

学校の教育目標 

◎情操の豊かな子ども（重点）   ○自主的に学ぶ子ども   ○明るく健康な子ども 

目指す学校像（ビジョン） 例）学校像，教員像，児童・生徒像 

○児童にとって 満足感・達成感・安心感のある学校→自他の成長を互いに認め合い，一人一人の子どもの居場

所がある学校 

○保護者・地域にとって 親しみと信頼のある学校→誠意ある対応をするとともに，情報を発信する学校 

○教職員にとって やりがいと充実感のある学校→切磋琢磨し，教職員・児童の伸びが実感できる学校 
ビジョンの設定理由 
（本校の現状と課題） 

○児童は，明るく素直であいさつもよくできる。さらに自尊感情を高め，情操豊かな児童

の育成に努める。 

○児童は，何事にも前向きに取り組み学習規律もほぼ備わっている。３つの柱①知識及

び技能②思考力・判断力・表現力等③学びに向かう力・人間性等の資質・能力の育成を

目指す。 

○児童は，日常的に運動に親しんでいる。課題となる握力，投力を強化し，さらなる体力

向上を目指す。 

〇保護者・地域は，大変協力的で，力を合わせて児童の育成を図っている。さらに信頼関

係を築いていきたい。 

〇教職員は熱心でチームワークもよい。さらに切磋琢磨しながら力量を高めていく気風
を構築したい。 

 

教科 
目指す学校像（ビジョン）を基にした 

育成したい資質・能力 
資質・能力を育成するための具体的取組 

国語 

・日常生活に必要な国語の知識や技能。 

・言語文化を理解し，親しもうとする態度。 

・筋道立てて考えたり想像したりする力。 

・伝え合う力，自分の考えがもてる力。 

・楽しんで読書をし，言葉を使おうとする

態度。 

・言語事項の基本的知識や技能を身に付けさせ文章を書いた

り口頭で発表したりする。 

・友達との対話や話し合いの中で，自分の考えを創り出す活

動を行う。 

・様々な作品に触れ，言葉による表現の面白さや内容の豊か

さに触れる機会を多くもつ。 

社会 

・国や地域の地理的環境，社会の仕組みや

働きについての理解を図り，情報を適切

に調べ，まとめる力。 

・社会的事象を多角的に考え，適切に表現

する力。 

・よりよい社会を考え，主体的に問題解決

しようとする態度。 

・日常的に地図や資料集を活用し，資料を正しく読み取った

り資料から分かることを考えたりする技能を身に付けさせ

る。 

・学び合いや体験的活動を充実させ，社会的事象を比較・関

連・総合させて再構成する学習活動を工夫する。 

・児童の気付きをもとに学習問題を設定し，問題解決型の授

業展開を行うことで，主体的な学びを促す。 

算数 

・基礎的・基本的な概念や性質などを理解

する力。 

・数直線や図，計算のきまり等を用いて筋

道を立てて考察する力，数学的な表現を

用いて表す力。 

・よりよく問題解決をしようとする態度，

学んだことを生活に生かそうとする態

度。 

・単元ごとにベーシックドリルをはじめとした教材を用意

し，待ち時間や合間の時間，家庭学習の時間にも繰り返し

取り組むことで基礎基本の習得を徹底する。 

・図や計算のきまり等，課題の解決に必要な手立てを段階的

に示し，児童が課題にふさわしい手段を選びながら課題解

決に取り組めるようにする。 

・時間ごとに取り組む内容を明示するとともに，学習の終末

に学びの振り返りやまとめを自分の言葉で書くことで，よ

り深い学びを達成していく。 

様式１－１ 



理科 

・自然現象に対する概念や性質，規則性の

理解。 

・観察，実験などの技能。 

・問題解決の力。 

・自然に親しみ生命を尊重する態度。 

・主体的に問題解決しようとする態度。 

・既習の内容や生活経験を振り返り，単元の学習内容と結び

付けられるよう指導計画を工夫して作成する。 

・教材教具を十分に準備し，すべての児童が実験や観察に参

加できるよう工夫する。 

・問題解決の力を付けるために，各学年重点を意識した授業

づくりを行う。 

・動植物の飼育や栽培などの体験活動を多く取り入れる。 

・自然の事物や現象に多く触れさせる。 

音楽 

・歌唱・器楽・音楽つくり・鑑賞の各領域の

基礎基本。 

・楽曲の構造についての理解。 

・自分の思いや意図をもって進んで表現す

る態度。 

・無理のない発声や正しい奏法をしっかりと押さえる 

・読譜や楽曲の構造の理解を進める学習を取り入れ，音楽つ

くりに生かしたり，演奏表現に生かしたりする力を育成す

る。 

・お互いの歌や演奏などを聴き合い，よりよい表現に向けて

の意見を出し合う活動を行う。 

図画工作 

・児童自身の感覚や行為を通して，形や色

などの特徴についての理解。 

・自分の思いを基に工夫してつくったり表

したりする技能。 

・感性を働かせながらつくりだす喜びを味

わい，生活や社会の中の形や色などに豊

かに関わろうとする態度。 

・何度も試しながら取り組ませ，自分自身がよいと思う色や

形を見付けられるようにする。 

・材料や道具，題材に興味をもたせたり，活動の見通しをも

たせたりして，活動全体に対しての関心や意欲を高めるよ

うにする。 

・友達と交流する時間を設け，作品のよさや美しさに気付い

たり，自分の見方・感じ方を深めたりできるようにする。 

体育 

・運動や健康についての自己の課題を見付

け，その解決に向けて思考し判断すると

ともに，他者に伝える力。 

・運動に親しむとともに健康の保持増進と

体力の向上を目指し，楽しく明るい生活

を営む態度。 

・身近な生活における健康・安全について

理解。 

・「やってみる→振り返る」のサイクルを行い，課題解決の力

をつけさせる。 

・運動やスポーツは特性に応じた楽しさや喜びがあることと

体力の向上につながっていることを伝える。また，「するこ

と」だけでなく「みること」，「支えること」，「知ること」な

ど，運動やスポーツとの多様な関わり方について考えさせ

る。 

・保健領域では，養護教諭や外部講師との TT を実施する。 

家庭科 

・家族や家庭，衣食住，消費や環境などにつ

いて，日常生活に必要な知識や技能。 

・日常生活の中から問題を見出し，課題を

設定し，児童同士で協働しながら様々な

解決方法を考えることで，自らの思いや

考えを表現できる力。 

・家族の一員として，家庭の生活をよりよ

くしようと工夫する態度。 

・家族や地域の方々の協力によって家庭生活が営まれている

ことを知り，家族の一員として家庭の仕事を設定し，取り

組んでいくことができるような授業を計画する。 

・日常生活で当たり前のように行っている家庭の仕事に目を

向け，問題を見出し，課題を立てさせる。 

・児童同士の話し合いや実践を通して，生きる力としての「家

庭科」の学習を意識付ける。 

・自分の生活に必要な情報を吟味，選定，発信させる。 

生活科 

・自分自身，身近な人々，社会や自然のよさ

や関わりに気付くとともに，生活に必要

な習慣や技能。 

・身近な人々，社会や自然を自分とのかか

わりで捉え，自分自身や自分の生活につ

いて考え，伝える力。 

・体験したことを振り返り，よりよい生活

をするために自分にできることを考え，

それを表現し，実行できる資質。 

・様々な体験の場を設ける。 

・対話，話し合い活動を授業に位置付ける。 

・体験後に一人ひとりが考えたことを多様に表現できるよ

う，様式や発表方法の工夫をする。 

・身近な人々に対する感謝や自然を大切にする気持ちをもて

るよう，道徳等他教科とも関連させる。 

道徳科 

・自分の生活や体験と，ねらいとする道徳

的価値を関連付け，自己を見つめる＝客

観視できる資質。 

・相手の思いや考えを聞き，多様な考えを

尊重し認め合う資質。 

・自分事として自らの考えを述べたり，よ

りよい行動をしようとしたりする態度。 

・「自己を見つめる道徳授業を目指して～板書で見える化～」

を研究テーマとして，全校で授業改善に臨む。 

・板書により，児童の考えを促せるよう，見える化の類型や

ツール等について工夫し，思考の共有化を図る。 

・対話や話し合いの場面を設定し，その中での考えの変化が

分かるよう板書に生かす。 

・児童の学びの姿の見取り方を整理し，「自己を見つめる」姿

の実現を図り，更に評価にも生かしていく。 

 


